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【
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
西
岡

貴
之
記
】
「
全
建
総
連
・
第
39
回

青
年
技
能
競
技
大
会
」
が
、
9
月

16
〜
18
日
に
28
県
連
・
組
合
55
人

の
参
加
で
、
埼
玉
県
熊
谷
市
「
彩

の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
連
の
代
表
と
し
て
、
東

京
土
建
か
ら
、
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生

の
関
根
祥
智
さ
ん
（
足
立
支
部
・

23
期
卒
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
回
、
関
根
さ
ん
は
3
回
目
の

挑
戦
で
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
、

東
京
都
連
や
池
袋
校
舎
で
の
訓
練

の
他
、
独
自
に
も
練
習
に
励
み
ま

し
た
。
当
日
は
張
り
詰
め
た
緊
張

感
の
中
、
集
中
し
て
作
成
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
結
果
は
22
位
・

奨
励
賞
で
し
た
。
建
設
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
出
場
の
三
浦
伸
晃
さ
ん
が
7

位
・
入
賞
、
四
宮
藍
さ
ん
が
13
位

・
入
賞
で
し
た
。

こ
の
間
、
東
京
代
表
は
連
続
で

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
き
た
だ
け

に
、
み
な
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
、

既
に
来
年
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
闘
志

を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

金
賞
は
埼
玉
土
建
の
成
川
弘
将

さ
ん
、
建
設
小
町
（
女
性
対
象
）

は
神
奈
川
県
連
の
相
庭
結
衣
さ
ん

で
し
た
。

今
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
同

様
、
入
場
制
限
が
無
く
隣
県
で
の

開
催
で
、
東
京
都
連
の
仲
間
約
30

人
が
応
援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

以
前
に
比
べ
、
競
技
大
会
へ
の

出
場
選
手
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
カ
レ
ッ
ジ
・
技
術
研
修
セ
ン

タ
ー
は
、
引
き
続
き
訓
練
対
応
を

し
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
技
術
技
能
の
向
上
の
た

め
、
今
後
も
競
技
会
選
手
や
カ
レ

ッ
ジ
の
募
集
に
、
各
支
部
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

板
橋
区
内
の
解
体
現
場
で
、
当
初
は「
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
な
し
」

と
掲
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
含
有
が
疑
わ
れ
る
の
で
支
部
が
指
摘

し
た
と
こ
ろ
、「
使
用
あ
り
」の
掲
示
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査
結
果
報
告
書
の
閲
覧
を
要
求
す
る
と
、
元

請
は
こ
れ
を
拒
否
。
安
全
が
確
認
で
き
ず
、
地
域
住
民
や
来
街
者

か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

（
見
出
し
は
編
集
部
）

住宅街に隣接している現場を視察

【
板
橋
・
書
記
・
後
藤
淳
二

記
】
上
板
橋
駅
南
口
の
再
開
発
事

業
に
よ
り
、
進
め
ら
れ
て
い
る
解

体
工
事
は
73
棟
あ
り
、
地
域
住
民

や
来
街
者
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛

散
を
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
元
請
は
大
成
建
設
で
、
ア

ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査
結
果
報
告
書

の
閲
覧
を
求
め
て
も
拒
否
し
て
い

る
た
め
、
安
全
が
確
認
で
き
ず
に

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
や
周
辺
住
民
か
ら
工
事

や
事
業
に
対
す
る
相
談
の
中
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
ず
さ
ん
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
5
月
の
連
休

明
け
か
ら
、
区
議
会
議
員
や
地
元

住
民
団
体
、
専
門
家
ら
と
、
現
地

調
査
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

当
初
、
再
開
発
に
伴
う
解
体
対

象
建
物
に
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用

な
し
」
と
の
掲
示
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
建
物
の
建

築
年
か
ら
は
、
ま
ず
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。そ
れ
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、

追
加
調
査
が
行
な
わ
れ
、
「
ア
ス

ベ
ス
ト
あ
り
」
と
の
掲
示
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
見
落
と
し
や
漏
れ
が
多

数
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

閲
覧
拒
否
で

安
全
確
認
で
き
ず

判
明
し
た
主
な
問
題
点
は
、
①

事
前
調
査
で
分
析
調
査
し
て
い
な

い
建
材
を
「
石
綿
含
有
あ
り
」
と

す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
全
て
「
含
有

な
し
」
と
し
て
い
る
、
②
作
業
計

画
で
「
手
ば
ら
し
」
を
前
提
と
す

べ
き
と
こ
ろ
を
、「
バ
ー
ル
破
砕
」

を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
す
。

改
善
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
適
正

に
や
っ
て
い
る
」
と
回
答
す
る
一

方
、報
告
書
の
閲
覧
は
拒
否
。こ
れ

で
は
真
偽
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
作
業
計
画
を
改
善
・
変
更

し
て
も
作
業
員
へ
伝
達
し
て
い
な

い
点
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
員
や
住
民
・
通
行
人
の
安

全
が
確
認
で
き
な
い
ま
ま
で
は
、

工
事
の
進
捗
と
と
も
に
、
大
量
の

石
綿
粉
じ
ん
飛
散
が
長
期
間
続
く

お
そ
れ
が
放
置
さ
れ
、
被
害
が
及

ぶ
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

板
橋
支
部
は
、
首
都
圏
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
提
訴
以
来
15
年

間
、
駅
頭
宣
伝
を
毎
月
行
な
っ
て

お
り
、
訴
え
は
徐
々
に
浸
透
し
、

こ
こ
数
年
ビ
ラ
の
受
取
り
が
良
く

な
り
、
一
昨
年
の
最
高
裁
で
も
勝

利
判
決
を
迎
え
ま
し
た
。

住
民
と
署
名
行
動

板
橋
区
へ
要
請

こ
の
6
月
か
ら
は
、
地
元
住
民

団
体
も
加
わ
っ
て
一
緒
に
宣
伝
を

取
り
組
ん
で
、
さ
ら
に
住
民
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
事
前

調
査
結
果
報
告
書
の
閲
覧
と
、
誠

意
あ
る
対
応
」
を
求
め
た
緊
急
要

請
署
名
は
、
短
期
間
で
1
5
0
0

筆
以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
板
橋
区

に
指
導
を
求
め
、
協
議
・
要
請
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。板
橋
区
は「
署

名
を
受
領
し
た
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
」と
し
な
が
ら
、

4
カ
月
経
過
し
て
も
抜
本
的
な
改

善
の
動
き
を
見
せ
て
い
ま
せ
ん
。

8
月
上
旬
に
は
、
山
添
拓
・
参

議
院
議
員
（
共
産
）、
福
島
み
ず
ほ

・
参
議
院
議
員
（
社
民
）、
阿
久
津

幸
彦
・
元
衆
議
院
議
員
（
立
民
）

が
現
地
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
全
国
で
起
き

た
ら
大
変
だ
」
と
、
視
察
し
た
3

氏
が
党
派
を
超
え
て
連
携
し
、
9

月
7
日
と
13
日
の
2
回
、
環
境
省

・
国
交
省
・
厚
労
省
の
担
当
者
を

呼
ん
で
聞
き
取
り
を
行
な
い
ま
し

た
。地
元
か
ら
現
状
が
報
告
さ
れ
、

事
業
関
係
者
が
周
辺
住
民
ら
と
情

報
を
共
有
し
信
頼
関
係
を
築
く
、

「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
、

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
現
場
作
業
を
注
視

し
な
が
ら
元
請
、
自
治
体
へ
の
交

渉
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

奨励賞を受賞した関根さん

【
作
業
主
任
者
】

足
場
11
月
11
日
〜
12
日
（
土
日
）

西
多
摩
支
部
会
館
、
1
万
1
5
0

0
円

型
枠
支
保
工
の
組
立
て
11
月
21
日

〜
22
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1

5
0
0
円

鉄
骨
の
組
立
て
11
月
21
日
〜
22
日

（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
5
0
0

円コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
12
月
2
日
〜
3

日
（
土
日
）
調
布
支
部
会
館
、
1

万
1
5
0
0
円

地
山
・
土
止
め
（
掘
削
面
高
さ
が

2
ｍ
以
上
と
な
る
地
山
掘
削
と
土

止
め
支
保
工
）
11
月
14
日
〜
16
日

（
火
水
木
）
池
袋
、
1
万
7
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
11
月
4
日
〜
5
日
（
土

日
）
多
摩
・
稲
城
支
部
会
館
、
1

万
1
5
0
0
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
11
月

28
日
〜
29
日
（
火
水
）
池
袋
ま
た

は
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
、
1
万

1
5
0
0
円

★
申
込
み
期
間
あ
り
、
詳
細
は
ご

所
属
支
部
へ

特
定
化
学
物
質
・
四
ア
ル
キ
ル
鉛

等
10
月
25
日
〜
26
日
（
水
木
）
池

袋
、
1
万
1
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
11
月
15

日
〜
16
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
①
11
月
5
日（
日
）

板
橋
支
部
会
館
、
②
11
月
26
日

（
日
）
府
中
国
立
支
部
会
館
、
③

11
月
28
日
（
火
）
池
袋
、
8
千
円

巻
上
げ
機
12
月
6
日
〜
7
日
（
水

木
）
池
袋
、
1
万
4
千
円
、
低
圧

電
機
と
2
日
間
セ
ッ
ト
割
引
2
万

円石
綿
①
10
月
22
日
（
日
）
渋
谷
支

部
会
館
、
②
10
月
29
日
（
日
）
板

橋
支
部
会
館
、
③
11
月
6
日（
月
）

池
袋
、
④
11
月
12
日
（
日
）
葛
飾

支
部
会
館
、
4
5
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
11
月
7
日
（
火
）

池
袋
、
8
千
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
11
月
8
日（
水
）

池
袋
、
8
千
円
、
丸
の
こ
の
み
5

千
円
、熱
中
症
の
み
3
5
0
0
円
、

自
由
研
削
砥
石
と
2
日
間
セ
ッ
ト

割
引
1
万
4
5
0
0
円
、
石
綿
も

含
む
3
日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
7

5
0
0
円

増
改
築
相
談
員
（
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
11
月
9
日

（
木
）
池
袋
、
更
新
（
24
年
3
月

更
新
ま
た
は
23
年
3
月
未
更
新
の

方
）
午
後
の
み
、
2
万
円

新
規

（
経
験
5
年
以
上
）
丸
一
日
、
3

万
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
石
綿
特

別
教
育
・
振
動
工
具
の
2
つ
の
従

事
者
教
育
も
実
施
）
11
月
8
日
〜

9
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
10
月
24
日

（
火
）
池
袋
、
②
11
月
24
日
（
金
）

池
袋
、
1
万
円

【
そ
の
他
】

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
11
月
7
日

〜
8
日
（
火
水
）
け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京
、
4
万
8
千
円

★
申
込
み
期
間
あ
り
、
詳
細
は
ご

所
属
支
部
へ

再
開
発
の
解
体
現
場
で

板橋

石
綿
の
粉
じ
ん
飛
散
の
恐
れ

青年技能
競技大会

関
根
さ
ん
、奨
励
賞

来
年
に
闘
志
燃
や
す

求

人

求

職


